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第２６回 由利本荘市行政改革推進委員会 

開催日時 令和元年１１月２５日（月）午前９時５５分～午前１１時００分 

開催場所 由利本荘市役所 ５階 第５会議室 

出席委員（敬称略） 

 委 員 長   佐 藤 茂 良（秋田しんせい農業協同組合 代表理事専務） 

委  員  齋 藤 み き（秋田しんせい農業協同組合 女性部副部長） 

委  員  阿 部 里 美（由利本荘市商工会 女性部部長） 

委  員  高 橋   稔（秋田県教職員組合本荘由利支部 書記長） 

委  員  長 根 サカヱ（由利本荘市婦人団体連絡協議会 常任委員） 

事務局 

 総務部 部長          小 川 裕 之 

 総務部行政改革推進課 課長   髙 橋 重 保 

総務部行政改革推進課 参事   田 中 順 子 

総務部行政改革推進課 主任   工 藤 慎 悟 

※「１．開会」から「２．委員長あいさつ」までは事務局が進行。「３．案件（１）」以降は委員長が進行。 

 

１．開会 

 

２．委員長あいさつ  

    

３．案件 

（１）第４次行政改革大綱（案）について 

   （事務局から資料に基づき説明） 

【委員からの意見】 

・人口減少、建物の老朽化など様々な問題はあるが、市は市民目線で一生懸命対応していると思う。長い目で 

改善していただければと思う。 

・木のおもちゃ美術館は、廃校を再利用した施設で着眼点が良かった。使用されていない施設で今までにな 

かったものを作り出していくことをやってみては。近隣にないものに挑戦するなど、冒険があっても良いと思 

う。 

・第三セクターについて、合併前に各町の特色を活かそうとして作った会社であるが、今の市（由利本荘市） 

に負荷を与えているように思われる。少しずつ減らしていくべきでは。 

・効率化と利便性は相反すると思う。出張所やケーブルテレビなど必要性は？と思うこともある。難しいこと 

ではあるが、弱者切り捨てにならないようまた効率的でもあるようお願いしたい。 

・マイナンバーカードはＰＲ不足ではないか。促進にあたっては、平行して個人情報保護の対策もお願いした 

い。 

・子育て支援制度は昔よりも充実していて親の負担は減ったように感じるが、高齢者が蔑ろにされているよう 

に感じられる。高齢者への支援をお願いしたい。今は大丈夫でも高齢化がさらに進む少し先を見据えた対応が 

重要だと思う。 

・市で開催される会議の委員の年齢層が高いので、子育て世代、若い親達の意見を出し合える会議を作っても 

らいたい。子育てしやすい、住みやすい環境を作ることが人口減少の歯止めになるのでは。若い人の意見が通 

るような、下の世代の意見を吸い上げて反映されるような場が欲しい。 

・除雪委託について、技術的な指導をお願いしたい。 

 



2 

 

・行政改革大綱の令和６年度の数値目標の設定は妥当なのか。消極的でないか。着地点（目標）があればよい。 

どのようにしたいのかわからないものがある。 

 

【事務局から】 

・行政改革大綱の内容については概ねご理解をいただいたと考える。ご指摘のあった数値目標設定について 

は、再度内容を確認、検討し、適切な数値としたい。 

 

４．閉会 

 

 


